






要約:腹壁破裂は他の腹壁形成異常に比較して合併奇形、染色体異常も少なく、比較的予後

良好な疾患であると考えられ、新生児外科の治療対象として良好な成績が挙げられている。

しかしながら本症は予後不良な高度のABS に合併することがある。本年度当施設で診断・

治療した 3例の腹壁破裂の内1例は高度の ABSに伴ったものであって妊娠中絶を必要とし

た。腹壁破裂と診断した場合、ABS に合併する可能性のあることを念頭に置き、可及的早

期に鑑別診断をしておくことが重要と考えられる。 


